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ある (以下,課題 1と略称。)。 第二に,歴史的思考力の育成を支援するICT活用の方策






































































































































































































































































起こる順番を整理 した り,ものごとの手順を計画 した りするために用い」64pるものである(図
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図I…8 議論の構成 (足立 198460に加筆)
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第 2章 歴史的思考力を育成する授業モデルの構築
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③ 大推綸シート (小推綸集約シー ト)
「史考ツール」の大推論シー ト (小推論集約シート)を図Ⅲ‐6に示す。このシー トは,
各グループが小推論シートで分析した短い時間幅の解釈 (小推論)を集約して 1枚にまと































図Ⅲ-6 大推論シート (小推論集約シー ト)
第3章 歴史的思考力の育成を支援する学習アプリの開発
図Ⅲ-8 価値判断 口意思決定シート




















































































シー ト,事実判断集約シー ト,小推論シー ト,大推論シー ト (小推論集約シー ト),大
推論集約シー ト,価値判断・意思決定シー ト,価値判断・意思決定集約シー ト,価値判











































































































































































、         `顎1   ‐1   ..   ´
図Ⅳ-1 第1時で用いるワー クシー ト①
図Ⅳ-2 第1時で用いるワー クシー ト②
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第4章 「史考ツール」を活用した歴史的思考力を育成する授業の実践とその評価























































・推論,価値判断・意思決定により,思考・判断させる。        ・
<展開>
航,プチャーチン来航,クリミア戦争。































































































































































本は 〈    )の方針を維持しようと
るも,列数の五カから開国した。しか
。当時の困難情勢が有利に働き,清の場
とIよ違つて く    )は免れた。そ
》後,幕末の多くの人々の努力によつて,
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項目                   はい いいえ



































































































































































































































ユ米議 E・lがアジス アフリが 進出 曖 .184眸イギリスが清とのアベン戦
争に勝利 し それ毅 tヽた日本 は異国船打払今議 和 し184客晰たに興






とで 無意味な戦 いをざすた。それによって,療流民を乗せたアメリ冽 数
撃せずに済んだ。漂流民な り属けたアメリカに日本は補綸物責を語つた。
40












係 釣を結べるだろ,と方 ヤー チンが来餞し電
:53年べ リー が神奈川の近0横浜村にス航した。そして,アメリカと日米
和親条約を結0開回した。その4年後,日米修好通南条為を結んだ。その
結果 関税自主格の長失 螢事裁+1権替 認は こと二 日本のコ権を員告


























































































































































































項目                    平均 SD
「史考ツールJを使用することで,勉強する意欲が高まつた           3.21    0.81
「史考ツール」を使用することで,授業に楽しく参加することができた
「史考ツール」を使用することで,歴史事象を思考する力が身についた
3.39       0.68
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項目                   平均 SD




















































































































































効果があると感 じた」の項目について,[4:当てはまる 3:どちらかといえば 当てはま




2とちら|・といえば当てはまらない    :“てはよらない















項目                   平均   SD
学習意欲を高める効果があると感じた                   3.47   0.62
思考力を高める効果があると感じた
協働学習を促す効果があると感じた
3.47     0.72

































































シー ト,事実判断集約シー ト,小推論シー ト,大推論シー ト (小推論集約シー ト),大
推論集約シー ト,価値判断 。意思決定シー ト,価値判断・意思決定集約シー ト,価値判













































































































































2" 前掲 1", p.50
20 遠山茂樹 :社会科の学習内容と学カー歴史学と歴史学習を中心にして,社会科教育の










20 鈴木正行 :歴史的思考力の育成をめざす戦後改革の単元開発一戦前 。戦後の断絶性と
連続性の視点から一,愛知教育大学大学院・静岡大学大学院教育学研究科共同教科開
発学専攻教科開発学論集,第3号,p.79,2015



































4D 有田嘉伸 :主題学習,社会科重要用語 300の基礎知識,明治図書,p.219,2000
46)横浜国立大学学芸学部付属横浜小学校 :社会科に於ける歴史的思考力の系統,歴史教

















































学院 教授 森山 潤 先生には深く感謝し,心よりお礼申し上げます。ならびに,時間を惜




前田 達也 先生,メンターとしてご指導いただいた同校 地理歴史科の先生方,並びに 2
年生担任の先生方,職員の皆様,授業実践に協力してくださつた生徒の皆様に感謝の意を
申し上げます。あわせて,本教職大学院への派遣による研修を推薦してくださつた,前龍
















































































































































いう毎t ir:よな場J鵞ってぃ6_…(雫鋒)ヽ 長絶ヘスゲる |うのt ダ裁九今
'1め
と進義十率を選えてきた者:こ苺して.






































































Dim xRng,yRngAs Range,FSOAs Oηect,XParnt s String








End With           。
i=0
j=0
FOr Each ttdln FSO.GetFolderCxParntp.subFolders
lf玉Fld.Pathく>ThisWorkbook.Path Then
FOr Each xFile ln xFld.Files
































Dim i,j,k As Long








































Dinl bkl As Workbook,bk2 As Workbook
Dim FNnme As String





For Each fln FSO.GetFolderCRooOoSubFolders
































Dim i As lnteger










ァイ ル の P6から T26まで の 部 分 を 画 像 と して コ ピー す る た め ,
bk2.Worksheets(1)。Rangeぐ'P6:T26)。CopyPictureと記述した。そして,新規のファイルを
用意して,画像を張り付け,「グループ名+小推論」という名前で保存されるようにした。
Loopにより,この一連の作業が全てのグループのフォルダに対して繰り返し実行される。
―
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